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福島県いちごオリ ジナル品種

「 ゆう やけベリ ー」 栽培の手引き

3 栽培管理

❶ 親株管理

　 採苗数の目安は「 と ちおと め」 と 同程度の親株１ 株当たり 30～40株です。 8,000本前後の苗を

確保する ためには、 200～300株の親株を 準備し ま す。

　 ク ラ ウ ン から 小苗、 小苗間のラ ン ナーが長く 、 ナイ ア ガラ 方式の場合には早期に地表に

達する 可能性があ る た め、 親株の定植位置を プ ラ ン タ ーの奥にし た り 、 プラ ン タ ー脇に

マ イ カ ー線を 展張する 等の調整が必要です。

　 親株の定植は、 時期が遅いと 採苗数が確保し にく く なる ため、 遅く と も ４ 月上旬ま でに行い

ま す。

　 草勢が強いのでプラ ン タ ーに植える 場合は３ 株程度にし 、 ラ ン ナーを 確保する ため脇芽は

取り 除かずに管理し ま す。

　 基肥と し て、 親株１ 株当たり 窒素成分で2g を 目安に施し ま す。

　 吸肥力や水分要求量は「 と ちおと め」 よ り 強い傾向がある ため、 肥料の過不足や土壌pHの

影響を受けやすい傾向があり ま す。 そのため、 かん水の量や回数を多めにする と と も に、 葉色が

淡い場合には、 葉色を 確認し ながら 少量ずつ追肥を行いま す。

写真1 0 　 ナイ アガラ 方式によ る親株管理

写真1 1 　 受け苗方式による 親株管理
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❷ 育苗管理

 

　 鉢上げ（ 一斉にラ ンナーを切断し ポッ ト に苗を挿す作業） は７ 月上中旬に行い、 定植ま で

の育苗期間は３ 寸ポッ ト の場合50日から 60日を目安と し ま す。

　 発根性は「 と ちおと め」 よ り やや優れていま す。

　 育苗中の施肥量は、 ３ 寸ポッ ト の場合１ 株当たり 窒素成分で180m g程度と し ま す。

　 葉色が淡く なった場合には、 葉面散布等で追肥を行いま す。

　 「 と ちおと め」 よ り も 不時出蕾がやや多い傾向がある ため、 適宜摘除し ま す。 「 と ちおと め」

で多く 見ら れる 芯止ま り は、 少ない傾向があり ま す。

　 ま た、 葉面積が大きく なり やすく 、 水分要求量が多く なる ため、 かん水不足と なら ないよ う に

注意し てく ださ い。

施肥例（ 無肥料培地）

（ 例１ ） マイ ク ロ ロ ングト ータ ル280　 70日タ イ プ（ 12-8-10）  1.5g ／株

（ 例２ ） IB化成S1       ３ 粒／株

（ 例３ ） ポッ ト 錠ジャ ンプP25     ２ 粒／株

写真1 2 　「 ゆう やけベリ ー」 の定植苗

〈 参 考 〉
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表３ 　 夜冷短日処理が開花日、収穫日に及ぼす影響

※定植は夜冷短日処理で は9 月上旬、無処理では９ 月中旬に行い、いずれも 無電照・ 最低温度８ ℃で 管理し た。

（ 農業総合センタ ―、2 0 2 2 年1 0 月～2 0 2 3 年5 月）

　 夜冷短日処理を 行っ た場合は、 頂花房～第二次腋花房の開花と 収穫時期は無処理と 比べ

早ま り ま すが、 期間をと おし た商品果収量は無処理と 同等でし た（ 表３ 、 図11） 。 

開花日 収穫日 開花日 収穫日 開花日 収穫日 開花日 収穫日

夜冷短日処理 10月10日 11月13日 1 2 月7日 1 月2 0日 2 月5 日 3 月1 1日 4 月2 6 日 5 月1 2 日

無処理 10月29日 1 2 月3日 12月12日 1 月2 5日 3 月4 日 3 月3 1日 4 月1 2 日 5 月6日

処理区

頂花房 第一次腋花房 第二次腋花房 第三次腋花房

図1 1 　 夜冷短日処理が１株当たりの月別商品果収量に及ぼす影響

 （農業総合センタ ー、2 0 2 2 年1 0 月～2 0 2 3 年５月）

※定植は夜冷短日処理では

　 9 月上旬、無処理で は９ 月

　 中 旬に 行い 、い ず れも 無

　 電照・ 最低温度８ ℃で 管理

　 し た。

夜冷短日処理

無処理

収
量（

g
/株

）

8 0

6 0

4 0

2 0

0

11月　 　 　 12月　 　 　 1月　 　 　 2月　 　 　 3月　 　 　 4月　 　 　 5月
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❸ 定植前後の本ぽでの管理

ア　 施肥量

　 土耕栽培の基肥の窒素成分は13kg/10a程度と し ま す。

ただし 、 土壌分析結果に基づき 、 土壌pHを 5.5～6.5に

矯正する と と も に、 基肥量を加減し てく ださ い。

　 初期の過繁茂や第一次腋花房の分化の遅延を防ぐ ため、

緩効性肥料を施用し ま す。
写真1 3 　 定植時の様子

図1 2  　 基肥量別の１ 株当たり の月別商品果収量

( 農業総合センタ ー、2 0 2 3 年1 2 月～2 0 2 4 年5 月)

図1 3  　 基肥量別の１ 株当たり の規格別商品果収量

( 農業総合センタ ー、2 0 2 3 年1 2 月～2 0 2 4 年５ 月)

※作付前の土壌EC値は

　 0 .1 m S/cm 、定植は

　９ 月下旬に行い 、無

　 電照・ 最低温度８ ℃で

　 管理し た。

※作付前の土壌EC値は

　 0 .1 m S/cm 、定植は

　９ 月下旬に行い 、無

　 電照・ 最低温度８ ℃で

　 管理し た。

5月

4月

3月

2月

1月

12月

600

500

400

300

200

100

0

600

500

400

300

200

100

0

M S

L

2L

3L

収
量（

g
/
株

）
収

量（
g
/
株

）

窒素
8 kg/1 0 a

窒素
1 0 kg/1 0 a

窒素
1 3 kg/1 0 a

窒素
1 6 kg/1 0 a

窒素

8 kg/1 0 a

窒素

1 0 kg/1 0 a

窒素

1 3 kg/1 0 a

窒素

1 6 kg/1 0 a



1 4

○土耕栽培

イ 　 定植時の留意点

○高設栽培

　 養液のE Cは、 生育初期の0.5m S /cm から 開始し 、 生育に応じ て 1.0m S/cm ま で徐々に

上げていき ます。 暖候期は栄養生長に傾き やすいため 0.8～0.6mS/cm まで徐々に下げていき ます。

※追肥については、定植３ か月後より 約1 0  日間隔で１ 回当たり 窒素約1 8 5 g /1 0 a  を施用

肥 料 名

基 肥

追 肥

合 計

1 0 a あ た り

施 肥 量（ ｋｇ ）

成 分 量（ ｋｇ /1 0 a）

N P K

エコロングト ータル3 9 1  1 0 0 日タイプ（ 1 3 -9 -1 1 ）

ケイ酸カリプレミ アム 3 4

1 7 .5 粒状過りん酸石灰

苦土石灰 M 1 0

基肥合計

ト ミ ー液肥グリーン（ 6 -8 -8 ）

9 8 .5

2 6 .0

6 3 .5

1 0 0 .0

2 0 .0

1 2 .8

0

0

0

1 2 .8

1 .2

1 .2

1 4 .0

8 .9

0

1 1 .1

0

2 0 .0

1 .6

1 .6

2 1 .6

1 0 .8

5 .2

0

0

1 6 .0

1 .6

1 .6

1 7 .6

追肥合計

＜参考＞

 
　 農業総合セン タ ー（ 郡山市） での試験の施肥例

写真1 4 　 通路に付いた 花房（ ２ 月中旬）

　 定植は花芽分化を確認し てから 行います。また、栄養生長に傾きやすい特性がある ため、

土耕栽培では作付前に土壌E C値を確認し 、値が高い場合には、基肥窒素量を少なくします。

　「 ゆう やけベリ ー」の定植時の株間は、現地での栽培では22cm ～27cm で栽培がさ れていま

すが、草勢が強いため、25cm ～27cm 程度の広めの株間にすること で管理がし やすくなります。

　 花房長が「 と ちおと め」と 比べて 長く 、現地での栽培においては40cm に達する 時期も あっ

たこと から 、土耕栽培を行う 場合には、畝を高くし たり 、定植位置を畝の天井面のやや中央より

にし たり する 等の調整が必要です。

　 高設栽培においても 、作業に支障が出る 花房位置と なる 場合には、植える 位置や果梗折れ

防止器具の設置位置を工夫します。
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写真1 5 　  葉の縁が枯れる様子（ 2 月下旬）

ウ　 温度

　 暖房機等によ る 加温が必要で、 夜間は８ ～10℃を目安に管理し ま す。

　 厳寒期でも 草勢は維持さ れま すが、 葉の展開が「 と ちおと め」 よ り やや遅く なる ため、 連続

出蕾のためには、 厳寒期の施設内温度確保が重要です。 現地での栽培では、 最低温度を８ ～10℃

と し 、 施設内の日平均温度を15℃に確保する こ と で、 順調に展葉し 、 連続出蕾する 事例が見ら れ

ま し た。

　 また、 定植後から 10月ま でと ３ 月以降は、 日中の温度管理に注意し 、 換気や循環扇の活用等に

よ り 、 施設内の温度上昇を抑えてく ださ い。

　 花芽分化期に施設内温度や地温が高いと 、 花芽形成の遅延や乱形果の発生につながる 恐れが

あり ま す。

エ　 かん水

、かん水のにうよいなし足不が量水吸、めたいき大が部上地、く強りよ」めとおちと「は勢草

量や回数を多めにする 必要があり ま す。

　 現地での栽培では、 かん水不足や根痛み等によ り 吸水量が不足し た場合に、 葉の縁が枯れる

事例が見ら れま し た。

 

オ　 芽数

　 芽数管理は、 １ 芽～３ 芽を目安に栽培し ま す。

　 脇芽の発生数が多く 、 生育速度も 速いため、 取り 除く 場合には早めに行いま す。

　 農業総合センタ ーでの試験では、 芽数を増やすと 果数は多く なり ま すが、 大玉の収量が低く

なり ま し た（ 図14） 。

　 ま た、 放任にし た場合には、 １ 芽ま たは２ 芽に管理し た場合よ り も 第二次腋花房の開花が

遅れる 傾向が見ら れま し た（ 表４ ） 。

　 現地での栽培では、 弱い芽は取り 除き 強い芽は残し 、 複数花房を 確保する こ と で、 多収に

なる 事例も 見ら れていま す。 頂花房収穫以降の芽数の管理は、 半放任状態と し ながら 複数の

芽を確保する 方法での栽培が多いです。
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カ 　 摘花

　 摘花は、 摘花し な い場合に比べて 、 L以上の割合が増加し ま し た 。

芽数管理
開花日

頂花房 第一次腋花房 第二次腋花房 第三次腋花房

1 芽 1 0 月2 3 日 1 2 月5 日 2 月1 6 日 4 月2 1 日

2 芽 1 0 月2 4 日 1 1 月2 4 日 2 月1 4 日 4 月2 8 日

放任 1 0 月2 6 日 1 2 月2 日 3 月1 日 5 月5 日

( 農業総合センタ ー、 2 0 2 1 年1 0 月～2 0 2 2 年５ 月)

※定植は９月中旬に行い、無電照・ 最低温度８℃で管理した。1 0 月までは1 芽で管理し 、1 1 月以降2 芽、放任とし た。

図1 4 　 芽数管理の違いによる１株当たりの規格別商品果収量

（ 農業総合センタ ー、2 0 2 1 年1 0 月～2 0 2 2 年５月）

図1 5 　 摘花の違いによる１ 株当たり の規格別商品果収量の割合

（ 農業総合センタ ー2 0 2 3 年1 1 月～2 0 2 4 年4 月）

※定 植 は９ 月 中 旬 に 行 い 、

無電照、最低温度８ ℃で

管理し た 。

1 0 月までは１ 芽で 管理し 、

1 1 月以降２ 芽、放任とし た。

※定植は９ 月中 旬に 行い 、

　 無電 照・ 最低温度８ ℃で

　 管理し た 。

〇強摘花

頂花房及び第一次腋

花房を５ 花に摘花

〇弱摘花

頂花房を1 0 花に摘花、

その後は摘花なし

〇無処理

摘花なし

表４ 　 芽数管理の違いが開花日に及ぼす影響
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写真1 6 　 乱形果

（ 2 0 2 3 年1 2 月、頂花房）

写真1 7 　 不受精果

（ 2 0 2 4 年２月、第一次腋花房）

写真1 8 　 不受精果

（ 2 0 2 2 年３月、第二次腋花房） 

ク 　 その他

　 着果数が減少し 、 栄養生長に傾く と 、 出蕾ま での間隔が長く なり やすい傾向がある ため、

暖候期に向けての施肥及び温度管理に注意が必要です。

　 こ れまでの現地での栽培では、 生育が旺盛と なり すぎた場合に不良果等が多く 確認さ れまし た

（ 写真16～写真18） 。

キ　 電照

図16、 17） 。（すで種品るれさ持維が勢草もで照電無

図1 7 　 電照の有無及び電照期間の違いによる１ 株当たり の規格別商品果収量

( 農業総合センタ ー、2 0 2 2  年1 0 月～2 0 2 3  年５月)

電照 無電照 有電照 有
11月下旬～
２月上旬

11月下旬～
２月中旬

図1 6 　 電照の有無及び電照期間の違いによる草丈の推移

( 農業総合センタ ー、2 0 2 2  年1 0 月～2 0 2 3  年５ 月)

月 日 月 日 月 日 月 日

電照有 月下旬～２月上旬

電照有 月下旬～２月中旬

電照無
※定植は９ 月中旬に 行い 、

　 最低 温度８ ℃で 管理し た 。

※定植は９ 月中旬に 行い 、

　 最低 温度８ ℃で 管理し た 。
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❹ 病害虫対策

　 病害虫防除は「 と ちおと め」 と 同様に適期防除に努めま す。

❺ 収穫適期

❻ 収穫から 出荷までの保管

　 「 ゆう やけベリ ー」 は、 収穫後の果実硬度が低下し やすい品種です（ 図18） 。

　 収穫後に出荷ま で時間を 要する 場合には、 予冷庫に入れて低温で保管し てく ださ い。

　 特に、 ３ 月下旬以降は収穫後に予冷し 果実温度を下げて出荷し ます。 また、 果皮が柔ら かい

こ と から 、 収穫作業時に果実に触れる 際やパッ ク 詰めま での収穫コ ン テナ内での擦れ等は、

最小限と なる よ う に留意し ま す。

　 出荷する 際には、 出荷容器の上部を 遮光シート 等で覆い、 果実温度の上昇を 抑えま す。

　 果実を詰める パッ ク の形状や使用資材、 輸送時間や温度状況等の流通形態によ り 、 収穫時

の着色程度を判断し ま す。

　 着色基準を参考にし 、 流通の形態を 踏ま えた品質確保に努めてく ださ い。

❼ 着色基準について

0

5 0

1 0 0

1 5 0

2 0 0

図1 8 　 収穫当日、処理後の果実硬度

( 農業総合センタ ー、2 0 2 1 年１月～2 0 2 2 年５月)
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※処理後は、振動試験による

　 加振を 行い、4 ℃で2 0 時間、

　 1 5 ℃で3 日間保存し たも の

　 を 示す。

写真1 9 　 まだらに着色し た果実

　 冬期間の果実の着色は、先端から がく の部分に向けて全体的に着色し ていきます。

　 し かし 、4月以降は着 色の 方向が 一 定ではなく 、ま だら に着 色が 進む果 実が 多いた め、

全体的な着色や、種の熟度等を総合的に判断し 収穫する 必要があります（ 写真19）。

　 また、果実色が「 と ちおと め」よりもオレンジがかっているため、着色度の高いものを収穫する

際には、「 と ちおと め」の着色を目安にすると 、果実硬度が低下する ので注意が必要です。

　 気温が高く 推移する 11月下旬までと３ 月以降の収穫は、

施 設内の 温度が 2 0度を 超えない 時 間帯を目安に果実

温度が低い状態で収穫するとともに、収穫時の着色程度

に留意します。

　 また、６ 分着色から 10分着色に至るまでの日平均積算

温度が低く 、色回り が早いため、収穫遅れに注意する 必

要があります。
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